
8月25日から9月10日までの、パ

ンタール植樹プロジェクトが、青

年を中心に14名の人たちで始まり

ました。パラグアイ国は元々豊か

な森が広がっていた国でした。し

かし、今日では単位面積当たりの

木の伐採率が世界一でもあり、砂

漠化の進行度合いも深刻です。多

くは、焼き畑と、牧場づくりに木
が切られて、国をあげての植樹キャ

ンペーンの成果がなかなか現れて

いないそうです。

植樹活動は、北部のアルトパラ

グアイ州、ディアナ村に奉仕活動

を展開しました。パラグアイ川の

対岸はブラジル国で、学校周辺に

並木のようにニームとブーゲンビ

リアの木を植樹し、また、学校や

教室の修復な

ども、時間の

許す限り行いました。

校長先生と先生方をはじめ生徒

たちも、共同で植樹活動を行いま

した。また、学校修復では、禿げ

たりした学校の周囲のペンキ塗り

を行い村から感謝を受けました。

私がレダに着いた翌日、3月9

日午後5時半パラグアイの持つ最

大の軍艦がレダの港に寄港しまし

た。艦長以下35名の構成で新しい

海兵隊の訓練を兼ねてアスンシオ

ンからバイアネグラまで往復する

とのこと。途中、レダの港に立ち

寄り１夜停泊したいとの連絡が事

前にありました。レダでは羊と豚

とパクをほふって最大限の歓迎を

しました。みんなふんだんな食事

を満喫したのち、ある人はプール

で泳いだりしてひと時の息抜きを

していました。レダは突然の訪問
客が多くいるのもうれしいですね。

艦長と女性隊員3人はゲストハ

ウスに宿泊しました。艦長はレダ

の心からのもてなしにとても感謝

して何度もお礼を述べて、次の日、

朝6時前に出航していきました。

（北中さんのパラグアイ訪問記は、

一旦終了します。帰米して友人と

次の計画を練っています）
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[お知らせ] 11月12日（土）川崎市民プラザで、環境セミナーを予定しています。

フレンドリーなレダは楽園

ニームの木を植える
きれいになった校舎の前で


